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生活委員会では，落とし物を減らすために，全１５学級で落とし物��
調査を行うことにしました。
調査を同じ日数で２回行ったところで，拓也さ� �

んと優香さんは，その結果を表とグラフにまとめ� �
ました。優香さんが作ったグラフでは，例えば，� �
落とし物の個数が１２個以上１５個以下だった学級��
が，１回目，２回目とも１学級ずつあったことを� �
表しています。

拓也さんが作った表
（個）

１回目 ２回目

種
類

文房具 ２０１ ２１２
ハンカチ・タオル ４９ ２８
その他 ５５ ５０

落とし物の合計 ３０５ ２９０
落とし物の合計の平均値
（１学級あたりの落とし物の個数） ２０．３ １９．３

優香さんが作ったグラフ
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次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）拓也さんが作った表の１回目の調査で，落とし物の合計のうち，
文房具の占める割合を求める式を答えなさい。ただし，実際に割合
を求める必要はありません。
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（２）二人は，調査結果について話し合っています。

拓也さん「落とし物の合計の平均値が２０．３個から１９．３個に減っ�
たから，１回目より２回目の方が落とし物の状況は
よくなったね。」

優香さん「でも，平均値だけで判断していいのかな。グラフ全
体を見ると，よくなったとは言い切れないよ。」

グラフを見ると，優香さんのように「１回目より２回目の方が落
とし物の状況がよくなったとは言い切れない」と主張することもで
きます。そのように主張することができる理由を，優香さんが作っ
たグラフの１回目と２回目の調査結果を比較して説明しなさい。

（３）二人は，落とし物を減らすための対策について話し合っています。

拓也さん「落とし物が少ない学級では，持ち物に記名するよう
にしているみたいだよ。」

優香さん「次は，記名のある落とし物とない落とし物を分けて
数えて，取り組みのよい学級を表彰したらどうかな。」

拓也さん「記名のある落とし物を１個１点，ない落とし物を� �
１個２点として集計し，表彰する学級を決めよう。」

下線部の考えをもとに表彰する学級を決めます。記名のある落と
し物を a 個，記名のない落とし物を b 個としたとき，表彰する学級
の決め方として正しいものを，下のアからエまでの中から１つ選び
なさい。

ア　 a +２b の値が最も大きい学級にする。

イ　 a +２b の値が最も小さい学級にする。

ウ　２a + b の値が最も大きい学級にする。

エ　２a + b の値が最も小さい学級にする。


